
国連研修レポート

　
8
月
21
日
か
ら
29
日
ま
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
国
連
研
修
に
参
加
し

ま
し
た
。
国
連
本
部
で
行
わ
れ
た

4
日
間
12
コ
マ
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

で
は
、
本
学
O
G
で
国
連
統
計
局

の
大
崎
敬
子
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
各
国
際
機
関
で
働
い
て
い
る
方

か
ら
、
国
連
の
役
割
や「
持
続
可
能

な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）」
に
対

す
る
各
機
関
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
国
連
が
ボ
ー
ダ
レ

ス
な
立
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
た
と
同
時
に
、
自
分
に
今
何

が
で
き
る
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
国
連
で
働
く
本
学

O
G
4
人
の
方
か
ら
は
ご
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
、
学
び
た
い
分
野
を
極
め
る

こ
と
、
夢
に
向
か
っ
て
あ
き
ら
め
な

い
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
国
連
本
部
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加

え
て
、
J
P
O
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
働
い
て
い
る
方
々
と
の
交
流

会
、
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部
と

の
懇
親
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
留

学
や
転
勤
で
海
外
で
暮
ら
す
方
の

お
話
か
ら
感
じ
た
こ
と
は
、
キ
ャ
リ

ア
は
一
つ
で
は
な
い
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
自
由
時
間
に
は
、
公
園
や

市
場
の
散
策
、
本
場
の
J
A
Z
Z

や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
観
劇
を
楽
し
み
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
雰
囲
気
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
で

海
外
で
働
く
こ
と
を
よ
り
身
近
に

感
じ
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
夢
に
向

か
っ
て
挑
戦
し
続
け
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

国
際
社
会
学
科　

社
会
学
専
攻
４
年

波
多
野
愛
子  A

ik
o H

a
ta

n
o

憧
れ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
研
修
を
終
え
て

ブリーフィング担当者と

国連本部の会議場にて（筆者は後列右端）

ブリーフィングに向かう学生たち

「総合教養演習（女性の生きる力）B」
として、全専攻に開かれた国連研修
の第2回目を実施しました。国連職
員のOGにご協力を仰いで、国連本
部での４日間12コマのブリーフィン
グを学生が受けました。幸い、昨年
の参加者が積極的に質問をしたので、
講師の選定には困らなかったそうで

す。今後も積極的な質問が出来るよ
うに、事前学習でしごきます。
　ブリーフィング内容は経済社会理
事会が担当する開発問題の歴史、人
口問題、SDG(持続可能な開発目標）、
国連と女性、女性の社会参加、更に
はPKO、人道支援、UNICEFなど
新しいテーマも加わりました。円高の
お陰で1日日程を増やしても昨年より
学生の負担は少なくてすみました。
　経済学と社会学の同僚に協力して
もらい、事前講義６コマ、帰国後の

２コマの事後学習を経て、レポート
を提出して2単位を出します。学生は
ブリーフィングと国連で働いている日
本人女性4名のパネルディスカッショ
ン、同窓会ニューヨーク支部の先輩と
の交流会などを体験して、将来の選
択肢に国連で働くことを考えたと思
います。また、今年急遽実施した30
歳代の国際組織で働いている女性５
名との夕食会も大変好評のようでし
た。参加者は国際社会で使う英語力
の必要性も自覚したはずです。
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